
広報しもだ ２０１２.１１月号 －４－

１．職員の任免及び人数に関する状況

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由 （平成２４年４月１日現在）

１人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

職 員 給 与 費
職員数
（Ａ） 計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給 料

５，６０６１，２０５，３３９２９０，０１５９８，５９４８１６，７３０２１５人

２．給与の状況

（１）人件費の状況（平成２３年度普通会計決算）

（注）職員手当には退職手当を含みません。
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主な増減理由
職 員 数区分

部門 対前年増減平成２４年度平成２３年度

４人４人議 会

一般行政

防災担当の増１人５０人４９人総 務

課税事務の増員等１人１８人１７人税 務

９人９人農林水産

７人７人商 工

１４人１４人土 木

保育士の減員等△５人４６人５１人民 生

３１人３１人衛 生

１７９人１８２人小 計

調理員の減員等△１人３５人３６人教 育特別行政

事務の統廃合、縮小△１人１２人１３人水 道

公営企業
等会計

４人４人下 水 道

１７人１７人そ の 他

３３人３４人小 計

（ ）内は、条例定数の合計
△５人
（０人）

２４７人
（２８６人）

２５２人
（２８６人）

合 計

（注）職員数は、一般職に属する職員数です（一部事務組合への派遣職員は除きます）。

（２）職員給与費の状況（平成２４年度普通会計当初予算）
（単位：千円）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）

歳出額
（Ａ）

１９．８％１，８０２，５１３９，１１４，７７８

（単位：千円）

（２）採用及び退職の状況（平成２３年度）

（注）採用は、平成２３年４月２日から平成２４年４月１日の間に採用した者の人数です。

（注）退職は、平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日の間に退職した者の人数です。

離 職

採用

区分

部門
合計失職

免 職退 職

懲戒分限任期満了死亡普通勧奨定年

１５人０人０人０人０人１人６人３人５人１０人合 計

実 績
（Ｈ２４．４．１現在）

計 画
（Ｈ２３～Ｈ２７）基準となる職員数

進捗率削減数削減率削減数

７０．０％７人４．１％１０人２５５人（Ｈ２２．４）

（３）定員適正化のための数値目標及び進捗状況

下田市では、第４次下田市行財政改革大綱に基づき、平成１８～２２年度までの５年間で２８人の
人員削減を目標とする定員適正化計画に取り組み、その結果４２人の職員を削減しました。さら
に、第５次の同大綱に基づき、平成２３～２７年度までの５年間で１０人の削減を目標とする定員適
正化計画を策定し、平成２４年４月１日現在までに７人を削減しました。

（注）教育長を含みます。
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－５－ 広報しもだ ２０１２.１１月号

（３）平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成２４年４月１日現在）

（注）平均給与月額とは、給料及び職員手当（扶養手当、住居手当、通勤手当、
時間外勤務手当等）の合計です。

平均年齢平均給与月額平均給料月額区 分

４０．３歳３４６，０５１円３０５，４５０円一般行政職

５０．５歳３３７，１０５円３１８，７８５円技能労務職

構成比職員数標準的な職務内容区分

２３．６％３１人主事、技師１級

１８．６％２５人主事、技師２級

７．９％１３人主事、技師３級

２７．１％３８人係長、主幹、主査４級

１１．４％１６人課長補佐、副室長、副所長、局長補佐、検査監５級

１１．４％１６人課長、室長、所長、局長、参事６級

１００．０％１４０人計

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職務です。

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成２４年４月１日現在）

国下 田 市
区分

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

３０．５５月分２３．５０月分３０．５５月分２３．５０月分勤続２０年

４１．３４月分３３．５０月分４１．３４月分３３．５０月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５０月分５９．２８月分４７．５０月分勤続３５年

５９．２８月分５９．２８月分５９．２８月分５９．２８月分最高限度

－１６，１８５千円
１人当たりの
平均支給額

（注）１人当たりの平均支給額は、平成２３年度に退職した職員に支給された退職
手当の平均額です。

国下 田 市
区分

計勤勉手当期末手当計勤勉手当期末手当

１．９００．６７５１．２２５１．９００．６７５１．２２５６月期

２．０５０．６７５１．３７５２．０５０．６７５１．３７５１２月期

３．９５１．３５２．６０３．９５１．３５２．６０計

（９）退職手当の状況 （平成２４年４月１日現在）

問合せ先 総務課人事係 緯鰻2211

※詳細は、下田市ホームページ（トップページ（HOME）から市政ガイド ＞職員）に掲載しています。

（１０）その他の主な手当の内容

１３，６７５千円支給総額

２３年度

時間外勤務手当

６４千円
職員１人当たり
支給年額

１６，７６５千円支給総額

２２年度

７７千円
職員１人当たり
支給年額

期末手当の支給割合給料・報酬月額区分

６月期 １．９０月分
１２月期 ２．０５月分
計 ３．９５月分

６０３，９００円市 長
給
料

５３６，４００円副市長

６月期 １．４５月分
１２月期 １．６５月分
計 ３．１０月分

３５０，０００円議 長

報
酬 ３１５，０００円副議長

２９０，０００円議 員

（７）特別職の給与等の状況 （平成２４年４月１日現在）

ア．時間外勤務手当（平成２２、２３年度普通会計決算）

国※下 田 市
区 分

初任給初任給

Ⅰ種 １８１，２００円
Ⅱ種 １７２，２００円

１７８，５００円大学卒
一般行政職

Ⅲ種 １４０，１００円１４９，９００円高校卒

１３７，２００円１４９，９００円高校卒技能労務職

（４）初任給の状況 （平成２４年４月１日現在）

経験年数
２０年

経験年数
１５年

経験年数
１０年

区 分

３２９，４００円２８１，９００円２４３，６００円大学卒
一般行政職

２８９，０００円２５１，２００円２１０，８００円高校卒

２７５，１００円２４２，５００円２１０，８００円高校卒技能労務職

（注）経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している年数の
ことです。

（５）経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成２４年４月１日現在）

（８）期末・勤勉手当の状況
（平成２４年４月１日現在 単位：月分）

国の制度との比較
（異なる内容）

内 容区分

国の制度と同じ
配偶者 １３，０００円
扶養親族 ６，５００円
特定扶養加算 ５，０００円加算

扶養手当

国の制度と同じ
借家・借間居住者
支給限度額 ２７，０００円

住居手当

距離区分が異なる
２灼以上の通勤者
実費及び通勤距離等により

通勤手当

イ．扶養手当、住居手当、通勤手当（平成２４年４月１日現在）

※国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律に基づき上記の俸給に
４.77％を減じた額となります。


